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ギリシア文学を愛好 する日本人の方 q が高いレベルの雑誌を出版しておら

れること に感鴫致しております.

『ギリシア語・文 学研 究会』の会員の皆緩並びに『プロピレア』の編集に

携わる方 q の御成功 を心よりお祈り申し上げますとともに、ギリシアでも日

本文学について同じ織 な活動が生まれます事を期待しております.

在臼ギリ シ ア 大 使

コンスタンディノス・ヴ 7 シス

(筆名 V. コンスタンディノス}

(上文は在日ギリシア大使で詩人でもあるコンス タンディノス・ヴァシス氏

より頂いた当研究会への御言葉に編集委員・橘孝司の訳を付したもの}


